




The Creation of Collaborative Learning
in Elementary School Special Support Class for Intellectual Disabilities－An Attempt of Life Unit Learning by Narrative Approach and Formation of Environment－福 江 厚 啓要旨近年、「多様な特性をもつ子どもが共に学ぶ」ということが求められている。しかしながら、子どもの個人差が大きく発達課題も異なる特別支援学級において、期待されるような学びは十分に保証できるのであろうか。この問いに対し筆者は、近年学際的に注目が集まりつつある「物語論的アプローチ」の考え方と、幼児教育における先行研究の成果である「環境構成」の考え方を取り入れた生活単元学習を提案し、その意義についての考察を試みた。キーワード：特別支援学級（special support class）／協働的な学び（collaborative learning）／物語論的アプローチ（narrative approach）／環境の構成（formation of environment）
FUKUE, Atsuhiro北陸学院大学 人間総合学部 子ども教育学科生活科教育法、社会科教育法、小学校教育実習指導























２．環境構成と生活単元学習「環境構成」、あるいは「環境の構成」とは、今日の幼児教育がその中心原理の一つとする「環境による教育（education by environment）」において、教師（保育者）の教育的営み、あるいは働きの側面を説明する概念である。幼児期においては、「教師が一方的に知識や技能を教えたり、言語を中心とした間接経験の伝達などはふさわしくない。生活の中で自分の興味や関心に基づいた具体的で直接的な体験を多くすることによって生きる力の基礎（心情・意欲・態度）を培うのが幼児期である。要するに、子どもの内面から育つ能力を信頼し、その主体性を基本に置いているのである＊１３」とされる。その上で、「幼児の発達にそって、どのようなことを身につけてほしいかという具体的なねらいや経験する内容を含ませ、幼児が興味や関心を引きおこし主体的にかかわる活動ができ、しかもその中で成長に必要な体験を重ねていけることをふまえ、物理的・心理的な状況をつくりだす営み＊１４」を「環境の構成（formation of environment）」という。例えば、積み木はいくつ、どのように置いておくか、教室（保育室）のどこに動線を設け、どの空間を空けておくか、物をどう置けば遊び同士の交流が生まれるか、など、教師（保育者）の意図は多岐にわたる。小学校の特別支援教育においては、幼児教育とは
扱う子どもの発達の段階も、そのための教育形態も異なり、この全ては当てはまらないまでも、カリキュラムの一部、とりわけ知的障害・特別支援学級における「生活単元学習」においては、有効な概念ではないか、と考える。知的障害のある子どもは、その学習上の特性として、習得した知識や技能が偏ったり、断片的になりやすかったりすることから、習得した知識や技能が実際の生活には応用されにくい傾向があるとされる。このことを踏まえ、実際的・具体的な内容で、特別支援学級において取り入れることができる「領域別の指導」の一つに生活単元学習がある。富山県教育委員会が発行している『平成２８年度教員研修ハンドブック』よると、生活単元学習は、児童生徒が生活上の目標を達成したり、課題を解決したりするために、一連の活動を組織的に経験することによって自立的な生活に必要な事柄を実際的・総合的に学習するものであり、広範囲に各教科等の内容が扱われ、学習活動は生活的な目標や課題に沿って組織されることが大切である、とされる。また、特別支援学校の小学部においては、児童の知的障害の状態等に応じ、遊びを取り入れた生活単元学習を展開している学校もあるという。遊びを取り入れた生活単元学習の実践は、小学校においても広く見られるところである。このように総合的で自由度の高い性質をもつ生活単元学習において、「環境の構成」の概念は、極めて親和性が高いと考える。すなわち、単元構想においては、前節で述べた「物語論的アプローチ」により個々の内面世界や互いの関係性を見取った上で、教師がその子どもの発達課題を踏まえ、主体的に活動する中で、必要な経験を十分にできるよう適切な「環境の構成」を計画する。また、単元の展開に至っては、子どもの活動の進展と「内面の物語」の変化を見据えつつ、さらなる経験や育ちが促されるであろう環境を、子どもと共に再構成していく。とりわけ、子ども同士の主体的な関わりを促し、「共同」から「協働」へと活動を深化させ、よりよく「共に学ぶ」ことができるようにするという目的には、幼児教育において「協働」の実績をもつ「環境の構成」の考え方が大きく寄与することと考える。これまでの特別支援教育は、畢竟「個別」の考
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